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電気設備工事特記仕様書（２）

電気設備工事特記仕様書（１）

藤枝市立総合病院非常用放送設備更新工事

地下1階平面図

施工条件特記仕様書

1階から4階平面図

07 救命救急センター1階から3階平面図

案内図

全館放送設備姿図08



ケ－ブル送り配線となる天井埋込照明器具、スピ－カ及び感知器の位置ボックスは不要とする。

 4 標準仕様書によるほか次による。土工事・・・・・・・

　(1) 管路を敷設する掘削床は平坦に突き固める。

　(2) 埋戻し及び盛り土（○印があるもの）

　　　・ 根切り土　　　　・ 持込み土（　　　　　　　　　　　　）

　(3) 残土処分

　　　・ 構内敷きならし

・ 構外搬出　片道運搬距離（　　　）km、ＤＩＤ区間（　・ 有　　・ 無　）

 3 養生・・・・・・・・

日
付

　　　　４　工事科目（　・ 印のあるもの）

　　Ⅱ　仕　　様

　　Ⅰ　工事概要

　　　　２　建設工事場所

　　　　３　建物概要

　　　　　　・ 公共建築工事標準仕様書（建築工事編）　　　　　・ 公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

　　　　　　・ 公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　・ 公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）

　　　　　　・ 建築物解体工事共通仕様書

　　　　　　・ 建築工事標準詳細図

　　　　３　設計図書に明記がない場合、又は相違がある場合は、原則として監督職員の指示によるほか、次の優先順位により判定

　　　　　　する。

　　　　　　・ 公共建築設備工事標準図(機械設備工事編）

　　　　　　　(1) 質疑回答書（(2)～(5)に対するもの）　　(2)現場説明書　　(3) 特記仕様書　　(4) 図面　　(5) 標準仕様書

　　　　４　特記仕様

　　　　　　　(1) 項目は全て適用する。

　　　　　　　(2) 特記事項のうち選択する事項は、・ 印の付いたものを適用する。

　　  　　　　  　・ 印のない場合は、※印を適用する。　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

特記事項・・・・・・・・・項目・・・・・・科目

一
　
　
般
　
　
事
　
　
項

とする工事にあっては、工事完成時までに検査を受け検査済証等の交付を受ける。

この工事は、工事に関係する法令、条例及び規定等に基づいて施工する。官公署の検査を必要 1 法令その他・・・・・

産業廃棄物管理票・・

　　　　　　による。

する。また、工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。　

場の体制の縮小と再開に関すること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかに

職員の体制、労務者数、搬入材料及び建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う工事現

提出し、承諾を受けるものとする。なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、

期間中における工事現場の管理に関する計画書（以下「基本計画書」という。）を発注者に

工事の一時中止・・・

施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は発注者に移譲するものとする。施工図等の権利・・・

工事写真・・・・・・ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「営繕工事写真

ほか、監督職員の指示により撮影する。

撮影要領(平成28年版)による工事写真撮影ガイドブック 電気設備工事編 平成30年版」による

監理事務所・・・・・

本工事に必要な工事用電力・水等は受注者の負担とする。工事用水電力等・・・

工事用仮設物・・・・ 敷地内につくることが　　　※ できる　　　・ できない

最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第一種電気工事士により施工を行う。電気工事士・・・・・

電気保安技術者・・・

発生材の処理・・・・

　　　　１　建設工事名
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　　　　　　・ 公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）　　　・ 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）

　　　　　　・ 公共建築設備工事標準図(電気設備工事編）

照明器具安定器にＰＣＢが使用されている場合は、安定器を本体より分離し保管ボックス（鋼

板製）に収納して建物管理者に引き渡す。また、変圧器・コンデンサ等を廃棄しようとする場

ＰＣＢ廃棄物として保管受皿に入れ指定された場所に保管する。

合は、ＰＣＢ混入の可能性の有無について確認し、混入の可能性が判定・確認できない場合は、

(財)日本産業廃棄物処理振興センター（ http://www.jwnet.or.jp ）が運営する「情報処理セ

これにより難い場合は監督職員と協議する。

の再資源化等・・・・

特定建設資材・・・・

建設副産物情報・・・

交換システム・・・・

また、同システムにより、工事着手時に再生資源利用計画書、再生資源利用促進計画書、及び

建設副産物情報交換システム工事登録証明書を、工事完了時に同計画書の実施報告書（書式は

同一）を作成し、監督職員に提出する。
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本工事の情報を「建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）」へ登録するものとし、総合

施工計画書作成時、工事完了時及び登録情報に変更が生じた場合には、それぞれ速やかにデー

タ入力を行う。

(3) 再資源化を図るもの　（ ・ 蛍光ランプ　・ 白熱灯　・ ＨＩＤ灯　　　）

(4) 発生材保管、集積場所が必要なもの（ 　　　　　　 　　　　　　　　　）

※ 設けない　　・ 設ける（ ・ 既存建物内の一部を使用する　　・ 構内に新設する　）

建設廃棄物の処理にあたっては建設廃棄物処理計画書を提出すること。

Ｅ種　：　移動式足場を使用する
Ｄ種  ：　仮設ゴンドラを使用する

ける手すり据置方式又は手すり先行専用足場方式に基づき設置すること。

設置においては、「手すり先行工法等に関するガイドライン」(厚生労働省平成21年4月)にお

Ｃ種　：　施工箇所面に単管本足場を設ける
Ｂ種　：　施工箇所面にくさび緊結式足場を設ける
Ａ種　：　施工箇所面に枠組足場を設ける

・ 本工事で設置する。

足場その他・・・・・ 2

仮設備・・・・・・・ 1共
　
　
通
　
　
工
　
　
事

※ 別契約の関係工事で定置したものは無償で使用できる。

内部足場の種別　　※ 脚立、足場板等　　・　

　外部足場の防護シートによる養生

　　・ 防音シート　　・ 防音パネル　　・　　　　　 　　・　　　　　　　　）

　　・ ネット状養生シート（ ・ Ⅰ類　　・ Ⅱ類　）

仮設備項目（ ・ 受変電　　　・ 発電　　　　・　　　　　　　）

仮設備期間（ ・ 図示　　　　・　　　　　　　）

図番

・ 通知を要しない（対象工事でない）　　・ 通知を要する（対象工事である）

電気保安技術者の選定については、標準仕様書のほか監督職員が認める者とする。

 2 工事実績情報の登録・ 受注時又は契約変更時に工事請負代金額500万円以上の工事について、工事実績情報ｻｰﾋﾞｽ

営繕工事写真撮影要領令和３年版及び

４

４

(1) 引渡しを要するもの　（ ・ ＰＣＢ使用機器  　　　　  　　　　　　　）

(2) 特別管理産業廃棄物　（ ・ 水銀灯　・ 蓄電池 　　 　　 　　　　　　）

(4) 盤類の塗色は次による。

(3) 屋外用の盤類は水が浸入しない構造とし、計器窓は網入りガラスとする。

(2) 蝶番は、寸法・重量等を考慮した丈夫なものとし十分な耐久性を保つ構造とする。

　　は扉は原則として両開きとする。

(1) 扉の幅が、端子盤及び機器収納箱にあっては600mm、制御盤にあっては800mmをこえる場合

標準仕様書によるほか次による。

配電盤等・・・・・・

分電盤、制御盤、・・

　　　・ マンセル 2.5Y9/1　　　・ 塗色なし　　　・ 指定色（　　　　　　　　　　）

(5) 屋外形の開閉器箱及びプルボックスは、次による。

(6) ＯＡ盤の端子盤部に通気口又は冷却ファンを設ける。仕様はメーカー仕様に準ずる。

　　プルボックス：　・ 鋼製　　　・ 樹脂製　　　・ ステンレス製　　　・ 図示による

改修工事ではつり作業を行う場合の、非破壊検査による埋設物の事前調査を非破壊検査・・・・・

　　・ 行う　　　　　床　・ 放射線透過検査　・ レーダー探査　　　　

　　　　　 　　　　　壁　・ レーダー探査　　・ 放射線透過検査　　　

　　・ 行わない

コンクリ－ト工事・・ コンクリ－ト圧縮強度試験

　現場での試験　　　　　　（ ・ 行わない　　・ 行う　　　）

　工場での試験成績書の提出（ ・ 求める　　　・ 求めない　）

(1) 接地工事の接地抵抗は、原則として規定値の90パ－セント以下の値とする。接地工事・・・・・・

(2) 板状の接地極は 900mm×900mm、厚さ1.5mm以上の厚板とし、管状又は棒状の接地極は銅又

　　は銅被覆鋼製接地棒もしくは炭素鋼棒とする。

(3) その他、図面に特記なき場合は、表1「接地極一覧表」による。

関連する工事との・・ 図面に特記なき場合は「工事区分表」による。ただし、これにより難い場合は監督職員と協議

施工区分・・・・・・ する。

機器等の取付高さ・・ 図面に特記なき場合は、表２「機器標準取付高さ」を標準とし、監督職員との協議の上決定す

る。

耐震施工・・・・・・ 9

 8

 7

 6

 5

　　　 　搬出場所の名称及び所在地（　　　　　　　　　　）

　　　 　受入条件（　　　　　　　　　　）

　　　　 する。

　　　　２　標準図は以下の令和　　年版による。

　　　　１　特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、下記の国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の仕様書（令和　　年版）
　　　　 場外指定場所に搬出し、搬出後、監督職員へ提出場所の受入を証明する資料を提出

　　開閉器箱：　　　・ 鋼製　　　・ 樹脂製　　　・ ステンレス製　　　・ 図示による

ンター」の登録（電子マニフェスト）により行うこと。

　 仮置場（　　　　　　　　　　）

　　　受注者の提示する運搬距離、処分費及び整地費と異なる場合においても設計変更の対象

　　　としない。

　　　・ 構内指示の場所に堆積

(CORINS)に10営業日以内に登録すること。また、契約変更により工事請負代金額が500万円

未満になった場合は、すみやかに契約変更前の工事登録を削除すること。

なお、契約金額の変更登録は、完成時のみとする。

養生範囲（ ・図示による　　　　・　　　　　　　）

養生方法（ ・図示による　　　　・　　　　　　　）

設備耐震クラス分類
設置場所・・・・

Ｓクラス Ａクラス Ｂクラス

上層階・屋上階及び塔屋 2.0 1.5 1.2

中間階・・・・・・・・ 1.5 1.0 0.72

地下階及び１階・・・・ 1.0 0.6 0.48

設備機器の設計用水平地震力は、下記に示す設計用水平震度に、機器の重量を乗じたもの

とする。設計用鉛直震度は、設計用水平震度の1/2とする。

ＡクラスのときはＳクラスを適用する。

※防振支持する場合は、設備機器の応答倍率を考慮し、ＢクラスのときはＡクラスを

とする。

防災拠点等及び
クラス 一般の施設・・

防災上重要な施設

・ 受変電設備 ・ 

Ｓクラス

Ａクラス

Ｂクラス Ｓ、Ａクラス以外の機器等 Ｓ、Ａクラス以外の機器等

機器等の設備耐震クラスの分類は、次による。

設備機器・配管等の支持、固定は、表３「耐震施工の基準」による。

ただし、これにより難い場合は監督職員と協議する。

あと施工アンカーの引き抜き試験　　・ 行う　　　※ 行わない

配管、ダクト、機器等の天井吊下げ用として金属拡張アンカーを用いる場合には、締付け方

式のアンカーを使用すること。
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特記なき電柱の、腕金、がいし、支線その他の装柱材は、電力会社仕様による。

(1) ハンドホ－ルの蓋

架空電線・・・・・・

電力・電話の引込み・ 電力及び電話線引込線の引留方法、位置については電力会社及び電気通信事業者と打合わせの

最上階の埋込配管・・ 最上階の天井スラブへの埋込み配管は、原則として避けるものとする。

位置ボックス等・・・

防護柵・・・・・・・ 屋外キュービクルの周囲に防護柵を設置する場合は、高さ1.8m以上とする。

建築工事に含まれる場合には協議を要する。

地中電線・・・・・・

(2) 地中配線の埋設深さ等

　地中配線で特記なき埋設深さは0.6m以上とする。

　地中配線路の鉄蓋には、破壊荷重と次の事項を鋳込みとする。

　ア 建物及びハンドホールへの引込口及び引出口付近

　イ 地中線路の曲折箇所

　ウ 直線部分では30mごとに1個（30mに満たない場合はその中間に1個）

　エ 道路横断箇所

次の箇所には原則として埋設標を設ける。

自立型アンテナマスト

のベースアンカー・・

自立型アンテナマスト及び自立型避雷設備等のベ－スプレ－トのアンカ－ボルトの設置間隔は

500mmを標準とする。

(3)

上監督職員との協議により施工する。また、外線工事負担金などの調査報告を監督職員に対し

速やかに行う。申請書類作成を行い、申請手続に要する費用は受注者の負担とする。

　・地中配線路の用途（「電気」、「通信」等）

電線保護物類・・・・

　電力用位置ボックス類は、合成樹脂製又は鋼製とする。鋼板製とした場合は管内に接地線を

(2) 金属製露出管路

(4) 弱電設備の管の敷設

　する。ただし、通線及び管内の電線の引き替えが容易に行えるように施工する場合はこの

(3) ケ－ブル配線の保護管は、標準仕様書金属管配線、合成樹脂管配線の項による。

　次の管路は、塗装を行う。ただし、溶融亜鉛めっき加工された電線管を除く。

照明用ポール・・・・ 照明用ポールは、次による。

　・ 配線用遮断器又はカットアウトスイッチが内蔵できるものとする。

　・ 配線用遮断器又はカットアウトスイッチを設ける。仕様についてはメーカー仕様に準ず

　　 る。

配線器具・・・・・・ (1) スイッチは原則としてネ－ム付きとし、器具の場所を表示する。

　　・ 新金属　　　　・ ステンレス　　　　・ 合成樹脂

(3) フロアプレ－トは水平高低調整付（空転防止形または工具締付形）とする。

　　・ アルミ製　　　・ 黄銅製

(4）発電機回路に接続されるコンセントは、原則として赤色とする。

(2) フラッシュプレ－ト

(1) 合成樹脂製可とう電線管（ＰＦ管）及び付属品

　（ ・ 屋外　　・ 配線室を除く屋内で見えがかり部分　　・ 　　　　　　　　　　）

　タイプ25を使用するものとする。

　付加し、当該ボックスにボンディングを施すものとする。

　ケ－ブルを収容する管路の１区間の屈曲箇所は３箇所以内で曲げ角度の合計は180°以内と

　限りでない。

　　ップ等の安全措置を施すものとする。

(5) 壁面配管等で人が容易に触れるおそれのある部分（２ｍ以下）の配管支持材には保護キャ

(5) コンセントには回路番号を表示する。

屋外の支持金物・・・ 電線管等の屋外支持金物は、原則として次による。

　・ ステンレス製　　　・ 亜鉛メッキ

機器姿図・・・・・・ 姿図の形状及び寸法は概略を示す。

　ただし、これにより難い場合は監督職員と協議する。
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12 電線類・・・・・・ 6kV EM-CE,CETケーブルは次による。

・E-Eタイプ（外部半導電層が押出成形）　・E-Tタイプ（外部半導電層がテープ巻き）

外部足場の種別　　・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　・ Ｅ種

　　・ 養生ネット　　・ 養生シート（ ・ Ⅰ類　　・ Ⅱ類　）

機材の検査等・・・・

環境性能等・・・・・ 使用する機材はトップランナー基準に適合したものであること。

工程

・ 新築工事等

作業内容

建築設備工事

・ 有

分別解体の方法

特定建設資材廃棄物の種類

・ コンクリート

・ コンクリート及び

　 鉄から成る建設資材

・ 木材

・ アスファルト・コンクリート ・

・

・

・

再資源化等をする施設名称 所在地

・

・

・

・

注)(1)、(2)については積算上の条件明示であり、処理施設等を指定するものではない。

　 受注者の提示する分別解体の方法、施設等と異なる場合においても設計変更の対象としない。

15

工事に使用する機材は、その工事の着手前に、「使用材料（機器）報告書」を監督職員に提出使用機材の選定・・・

「地場産品」とは「県産木材」及び「県産品」をいう。

「県産木材」とは「静岡県産材証明制度要綱」第２条に掲げるものをいう。

「県産品」とは建設資材又は製品等で、県内で最終工程が施されたものをいう。

静岡県中小企業の受注者機会の増大による地域経済の活性化に関する条例に基づき、地場産品

の使用促進を図ることで、地域経済の活性化に寄与することを目的とする。

地場産品の優先使用に努めること。

受注者は、工事に使用する建設資材等について、契約図書に規定する品質が規格値を満足した

ただし、別表に掲げる機材については監督職員の検査を受ける。

なお、監督職員の検査の結果、合格した機材と同じ種別の機材は以後原則として抽出検査とする。

使用する機材について、自主検査記録（任意様式）を作成すること。

使用する建設機械は排出ガス対策及び低騒音型とする。排出ガス対策等・・・

地場産品・・・・・・・

16

17

18

19

検査・・・・・・・・

(1) 分別解体の方法

して承諾を受けること。

20

対象建設工事の場合は、分別解体等、特定建設資材廃棄物の再資源化等を行う。

・ 手作業

・ 手作業・機械作業併用

(2) 特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

中間検査　　・ 対象工事（実施は中間検査実施基準による）　　・ 対象外工事

また、製造工場等における材料検査を行う工事材料は監督職員の指示による。

工事施工中における技術検査の実施回数等は監督職員の指示による。

貸与するＣＡＤデータは当該工事のために必要な施工図及び完成図の作成の範囲で使用できる。

貸与する設計図データの有無（ ※ 有り　　・ 無し　）

電子納品特記仕様書による。

完成図書・・・・・・

電子納品・・・・・・

公共事業労務費調査に

対する協力

受注者は、当該工事が発注者の実施する公共事業労務費調査の対象工事となった場合には、

以下の各号に掲げる協力をしなければならない。また、工期経過後においても同様とする。

(1) 調査票等に必要事項を正確に記入し、発注者に提出する等必要な協力をしなければならな

　　い。

(2) 調査票等を提出した事業所を発注者が、事後に訪問して行う調査・指導の対象になった場

　　合には、その実施に協力しなければならない。

(3) 正確な調査票等の提出が行えるよう、労働基準法等に従い就業規則を作成すると共に賃金

　　台帳を調製・保存する等、日頃より使用している現場労働者の賃金時間管理を適切に行わ

　　なければならない。

(4) 対象工事の一部について下請契約を締結する場合には、当該下請負工事の受注者（当該下

　　ければならない。

　　請工事の一部に係る二次以降の下請負人を含む。）が前号と同様の義務を負う旨を定めな

21

22

23

現場説明書による。

24 石綿含有建材の事前調査

「静岡県地下埋設物の事故防止マニュアル」に基づき、事故防止対策を行うこと。

なお、建築物の改修工事で請負代金額の合計額が100万円以上であるものについては、

※石綿事前調査結果報告システムには「gBizID（https://gbiz-id.go.jp）」

への登録が必要となる。

原則として「石綿事前調査結果報告システム」を用いて調査結果の報告を行い、

内容を監督職員へ提出すること。

地下埋設物の事故防止25

特定建築物石綿含有建材調査者が石綿含有建材の事前調査を行う。

不要となった配管の支持金物、吊りボルト及びアンカーボルト等は本工事にて撤去する。

「石綿障害予防規則の解説（令和2年10月28日厚生労働省労働基準局）」に基づき、対象とな

る場合は、

藤枝市建設工事請負契約約款第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止

「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」(平成12年5月31日法律第104号)の通知の有無

本施設は（ ・ 防災上重要な機能を必要とする防災拠点等 ・ 防災上重要な施設 ・ 一般の施設 ）

図
面
名

縮
尺

 
検
図
 

・
・
 

 
作
図
 

・
・
 

電気設備工事特記仕様書（１）－

電気設備工事特記仕様書・・・・

建物（棟）名称 構造 階数 延床面積（ｍ2） 備考・・・

病院 ＳＲＣ造 ８階 ４２，７４４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地内静岡県　藤枝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市　　　　　　　　　　　　区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郡　　　　　　　　　　　　町

駿河台四丁目

　・ 電灯設備(電灯幹線、電灯分岐、コンセント分岐)

　・ 動力設備(動力幹線、動力分岐)

　・ 電熱設備

　・ 雷保護設備

　・ 受変電設備

　・ 電力貯蔵設備(直流電源、交流無停電電源)

　・ 発電設備

　・ 構内情報通信網設備

　・ 構内交換設備

　・ 情報表示設備(出退・情報表示、電気時計)

　・ 映像・音響設備

　・ 拡声設備

　・ 誘導支援設備（音声誘導装置、インターホン、トイレ呼出）

　・ テレビ共同受信設備

　・ 監視カメラ設備

　・ 駐車場管制設備

　・ 防犯・入退室管理設備

　・ 火災報知設備(自動火災報知、自動閉鎖、非常警報、ガス漏れ)

　・ 中央監視制御設備

　・ 屋外構内配電線路

　・ 屋外構内通信線路

　・ テレビ電波障害防除

　・ 昇降機設備

　・ 電気自動車用充電設備

・ 発電設備

・ 非常用蓄電池設備

・ 交換機、無線装置等

・ 防災用情報通信設備

・ アンテナ、統制台等

・ 

・ 電話設備

・ 中央監視設備

・ 非常放送設備

・ 幹線設備（盤類を含む）

・

・

・

・ 受変電設備

・ 発電設備

・ 非常蓄電池設備

・ 電話設備

・ 非常放送設備

・

Ｅ－０１
藤枝市立総合病院非常用放送設備更新工事

藤枝市立総合病院非常用放送設備更新工事

藤枝市立総合病院　事務部　病院総務課

令和8年5月



消防法に基づく諸手続きは、受注者の責任において遅滞なく行うこと。

日
付

図番
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名
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・
・
 

 
作
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・
・
 

・ 撤去前に内容物（発電設備燃料等）の回収を要する機器、配管等の処置（　　　　　　 　）撤 去 1

・ 撤去後の補修、復旧（　　　　　　　　　　）

石綿含有建材の除去工事 2

　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している建築材料等の使

　用の有無について調査する。

分析による石綿含有建材の調査　　※ 行わない　　・ 行う（　　　箇所）

　石綿作業主任者技能講習修了者又は平成１８年３月以前の特定化学物質作業主任者の有資格

石綿粉じん濃度測定　　　　　　　※ 行わない　　・ 行う（　　　箇所）

　者の内から選任し、法令に基づき、作業の方法、労働者の指導等必要な措置を行うこと。

石綿含有品　　　・　フランジ用ガスケット（ ・ 配管　　・ ダクト　）

　　　　　　　　・　天井材　　　　・　

事前調査　　　　　　　　　　　　※ 行う　　　　・ 行わない

石綿作業主任者

　　　じて官公庁等への届出を行うこと。

　　　撤去部にアスベストを含む材料が使用されている場合は、適切に処理を行い、必要に応

　　　　　　　  ・  外壁（　・塗材　・スレート　・　　　　）

　　　石綿含有塗材の塗布された外壁及び石綿含有スレート波板等の外壁面に対して、

　　　足場及び配管等の支持のため、アンカーを打設する際にも、石綿作業主任者を配置し、

　　　

　　　外壁面に対して湿潤状態とし、集塵機能付き電動工具を使用する等、

　　　飛散防止措置を講ずること。

　測定箇所等は監督職員の指示による。

　測定箇所等は監督職員の指示による。

・ 印の付いたものを適用する。

接 地 の 種 類

共　同　接　地

共　同　接　地

・　　A  　　種

・

・

・　　B　　 種

・　　B  　　種

・　　C  　　種

・　　D  　　種

雷　保　護　用・

高 圧 避 雷 器

低 圧 避 雷 器・

・

交　換　機　用

通 信 機  器  用

通 信 機  器  用

測　　定　　用

構 造 体  接  地

等 電 位  接  地

・

・

・

・

・

・

 o

 D tE

E A t

 tE

E

E L L

 L HE

E L A

E D

 C

 B

 B

 A

 A・ C・ D

 A・ B・ C・ DE

E

E  

E

E

E

記 号 接 地 抵 抗

　　　　Ω以下

　　１０Ω以下

　　１０Ω以下

　　　　Ω以下

3 7 . 5～ 7 5Ω以下

　　１０Ω以下

　　　　Ω以下

　　１０Ω以下

　　１０Ω以下

　　１０Ω以下

　　１０Ω以下

　１００Ω以下

　１００Ω以下

　　　　Ω以下

　　　　Ω以下

E B ( D = 1 0 又 は W = 3 0 ) × 1 　 　  　

E B ( D = 1 0 又 は W = 3 0 ) × 1 　 　  　

E B ( D = 1 4 又 は W = 4 0 ) × 3 連 － 2 組

E B ( D = 1 4 又 は W = 4 0 ) × 3 連 －  組

E B ( D = 1 4 又 は W = 4 0 ) × 3 連 － 2 組

E B ( D = 1 4 又 は W = 4 0 ) × 3 連 － 2 組

又 は E P × 0 . 6 - 2

E B ( D = 1 4 又 は W = 4 0 ) ×  連 －  組

E B ( D = 1 4 又 は W = 4 0 ) × 3 連 － 2 組

E B ( D = 1 4 又 は W = 3 0 ) × 3 連 　  　

E B ( D = 1 4 又 は W = 4 0 ) × 3 連 －  組

E B ( D = 1 4 又 は W = 4 0 ) × 3 連 － 2 組

E B ( D = 1 4 又 は W = 4 0 ) × 3 連 －  組

E B ( D = 1 4 又 は W = 4 0 ) × 3 連 －  組

接 地 極 の 規 格 ・ 数 量

名 称

取引用計器

引込開閉器
電
力
共
通

測 定

地上～窓中心

地上～中心

床上～中心 1 , 5 0 0

(上端 1 , 9 0 0以下 )

1 , 8 0 0～ 2 , 2 0 0

1 , 8 0 0～ 2 , 0 0 0

取付高さ( m m )

分電盤

スイッチ

電

灯

人感ｾ ﾝ ｻ用切替 ｽ ｲ ｯ ﾁ

床上～中心

床上～中心 1 , 8 0 0

1 , 1 0 0

  4 0 0

  2 0 0

床上～中心

床上～中心

（一般）

（和室）

（台上）

（土間）

（外壁・屋外）

コ

ン

セ

ン

ト

台上～中心

床上～中心

地上～中心   8 0 0

  5 0 0

  1 5 0～ 2 0 0

（一般）

（踊場）

（鏡上）

ブ

ラ

ケ

ッ

ト

床上～中心

床上～中心

鏡上端～中心   1 5 0

2 , 0 0 0～ 2 , 5 0 0

2 , 1 0 0～ 2 , 3 0 0

1 , 5 0 0床上～中心

(上端1 , 9 0 0以下 )
壁掛制御盤

床上～中心

床上～中心

床上～下端

天井下～上端

床上～中心

床上～中心

床上～中心

（和室）アウト

レット

壁 付

動

力

電

話

室内端子盤

集合保安器箱

操作スイッチ

手元開閉器

（一般）

1 , 5 0 0

1 , 3 0 0

  3 0 0

  2 0 0

  4 0 0

  2 0 0

1 , 5 0 0

(上端 1 , 9 0 0以下 )

床上～中心

床上～中心

床上～中心壁付アッテネータ

壁掛形スピーカ

子時計

壁付形親時計時

計

・

拡

声

天井高×0 . 9

天井高×0 . 9

1 , 1 0 0

備

考

3 .表は原則とし、施工前に監督職員の承諾を受ける。

 と十分協議する。

 ホール・上級室・会議室）の取付位置は、監督職員

2 .意匠に関係する部分（正面玄関・玄関ホール・ＥＶ

1.天井高 3 , 0 0 0以上の場合は、監督職員と協議する。

注）

ＬＰガス用検知器

表示灯

火

 

災

 

報

 

知

ベル

機器収容箱・受信器

受信器・副受信器 床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～上端   3 0 0

2 , 1 0 0

2 , 3 0 0

  8 0 0～ 1 , 5 0 0

  8 0 0～ 1 , 5 0 0

テ
レ
ビ
共
同
受
信

直列ユニット(和室)

直列ユニット(一般)

機器収容箱 天井下～上端

床上～中心

床上～中心   2 0 0

  4 0 0

  2 0 0

1 , 8 0 0

9 0 0又は4 0 0

  2 0 0

  4 0 0

1 , 1 0 0床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心復帰釦

押し釦（ﾄ ｲ ﾚ呼出用）

壁付ｱ ｳ ﾄ ﾚ ｯ ﾄ (和室 )

壁付ｱ ｳ ﾄ ﾚ ｯ ﾄ (一般 )

壁付インターホン
誘

導

支

援

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

測 定 取付高さ( m m )

天井高×0 . 9

1 , 1 0 0

2 , 3 0 0

1 , 1 0 0壁付押し釦(一般)

ﾍ ﾞ ﾙ・ ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ｰ・ ﾁ ｬ ｲ ﾑ

壁付発信器

表示盤

名 称

表

示

注２）図中に記載がある場合は、それを優先する。

防災上重要な機能を必要

とする防災拠点等

設備機器・配管等の
施設分類

標準仕様書

標準仕様書標準仕様書一般の施設

防災上重要な施設

設備機器・配管等の支持、固定は、以下の図書を適用する。

ガイドライン*

ガイドライン*

ガイドライン*

ガイドライン：静岡県防災拠点等における設備地震対策ガイドライン（平成25年度）

横引き配管などの支持

左記のうち、

*ガイドラインに記載のない内容は、センター指針を適用する。

センター指針：建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）

支持、固定

　１００Ω以下 E B ( D = 1 0 又 は W = 3 0 ) × 1 　 　  　

 E L C BE・　　D  　　種 　１００Ω以下 E B ( D = 1 0 又 は W = 3 0 ) × 1 　 　  　

表 １ 　 接 地 極 一 覧 表

注１）ＥＢでＤ＝１４の場合はＬ＝１５００とし、Ｗ＝４０の場合はＬ＝１２００、Ｗ＝３０の場合はＬ＝９００とする。

表 ２ 　 機 器 標 準 取 付 高 さ

表３　耐震施工の基準

名　　　称

別表

建 築 材 料 等

化 学 物 質 の

濃 度 測 定

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

次の (1) から (4) を満たすものとする。

(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

　　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗

　　料、仕上塗料は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

　　料を使用する。

(2) 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

(3) 接着材は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

　　する。

　　有しない難揮発性の可塑材を除く）が添加されていない材料を使用する。

(4) (1) の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデ

　　ヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用し

　　たものとする。

・ 要       ※ 不要

測定時期、測定対象化学物質、測定方法、測定対象室、測定箇所数等については、監督職員の

指示による。

設 備 機 器 容 量

製作前に監督職員と協議し、指示を受けること。

本工事及び関連工事において設備機器容量等が相違する場合は、関連する設備の施工及び機器28

27

26

照 度 測 定

測定箇所等は監督職員の指示による

照明器具を新設、改修した部屋の照度25

　　
 1 防 災 用 照 明 器 具 建築基準法の規定による非常用照明器具は次による。（ ○で囲むもの ）

　・ 電池内蔵形　　　・ 電源別置形（ ・ バッテリ－　　・ 発電機  ）

金属管配線において、電動機容量7.5 KW以下は金属管を接地線とする。 2

 3 受 変 電 設 備

（一般社団法人日本電機工業協会）における耐震機能クラス１とする。

受変電キュービクル本体の耐震性は、JEM-TR144「配電盤・制御盤の耐震設計指針2003年版」

 4 雷 保 護 設 備

主燃料槽は満油渡しとする。主 燃 料 槽 5

 6 太陽電池アレイ用支持物の荷重計算は、JIS C 8955:2011「太陽電池アレイ用支持物設計標準」

による。

太陽光発電システムの用途

※ 極めて重要な太陽光発電システム　　・ 通常の太陽光発電システム

(1) 保護レベル　　　・ Ⅰ　　・ Ⅱ　　・ Ⅲ　　※ Ⅳ

(2) 受雷部システムの配置　　　・ 保護角法　　・ 回転球体法　　・ メッシュ法

太 陽 光 発 電 設 備

電 動 機 等 の 接 地

 1 構内情報通信 網設備 学校については校内ＬＡＮ工事特記仕様書による。

　有効なガラリ等を備えたものとする。

　ブ－スタ－を収容する収納箱は、露出コンセント（2P15A 2口）を内蔵し、扉には放熱に

(1) テレビ機器収容箱

(2) アンテナマスト　　 ・ 自立形　　　・ 壁面形

 2 テレビ共 同受信装置

　　　　　　　　　　　 ・ 標準図のＡの寸法　（　　　　　）mm

 1 (1) 受信機

    複合盤の場合は図示する。

(4) 機器収納箱　　　・ 埋込形　　・ 露出形　　・ 消火栓箱組込形

(5) 消火栓ポンプ始動用表示灯　　 ・ 専用　　　※ 火報と兼用

自 動 火 災 報 知 装 置

　　・ Ｒ型　　・ Ｐ型 （　　　　）級　（　　　　）回路

(3) 発信機　　　　　・ Ｒ型　　　・ Ｐ型 （　　　　）級 （　　　　）形

　　予備電源付（ ・ 壁掛形　　・ 自立形　）

(2) 副受信機　　　　表示窓数 （　　　）窓　（ ・ 壁掛形　　・ 自立形　）

(1) 連動制御器　　（　　）回線（複合盤の場合は図示する。）

　ア 作動方式　　　・ 多回線順次作動　　　・ 単独作動

(2) 動作仕様

　イ 防煙ダンパ　　・ 手動復帰　　　　　　・ 遠方復帰

 2 自 動 閉 鎖 装 置

非 常 警 報 装 置 3 (1) 非常警報装置　　　　　　 　　・ 埋込形　　　・ 露出形

(2) 起動装置（押しボタン）　　　 ・ 埋込形　　　・ 露出形

(1) 受信機　　 （　　　）回線　　予備電源付（ ・ 壁掛形　　・ 自立形　）

(3) 中継器　　　確認表示灯　　　 ・ あり　　　　・ なし

ガス漏れ火災警報装置 4

(2) 検知器　　　・ 都市ガス　　　・ 液化ガス

　　電　源　　　・ AC100V　　　　・ DC24V

　　　　　　　　複合盤の場合は図示する

・ 配電盤、分電盤、制御盤、警報盤等

・ 照明器具

・ 電熱装置

・ 高圧機器類

・ 特別高圧機器類

・ 直流電源装置

・ 交流無停電電源装置（ＵＰＳ）

・ ディーゼル発電装置

・ ガスエンジン発電装置

・ マイクロガスタービン発電装置

・ 燃料電池発電装置

・ 熱併給発電装置

・ 太陽光発電装置

・ 風力発電装置

・ 構内情報通信網装置

・ 構内交換装置

・ 情報表示装置

・ 映像・音響装置

・ 誘導支援装置

・ テレビ共同受信設備

・ 監視カメラ装置

・ 駐車場管制装置

・ 防犯・入退室管理装置

・ 監視制御装置

・

　・測定する　　・測定しない

電気設備工事特記仕様書（２）

電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書
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藤枝市立総合病院非常用放送設備更新工事

－

藤枝市立総合病院　事務部　病院総務課

令和8年5月

また、消防検査に必要な対応を行い、指摘事項が生じた場合には速やかに是正対応を行うこと。



指定部分６ 工事の規模（範囲）及び工期について

指定した部分がある場合

下記項目のうち適用項目○印該当欄は、当該工事に関する施工条件として明示するものである。

他の工事の開始又は完了の時期により、 影響を受ける部分

関連する工事内容

限される場合

立のものがある場合

協議成立見込時期

地下埋設物等の移設が予定されている場合

関連工事との調整１

２

関係機関等との協議３

４

５

影響を受ける工事内容

関連する工事の開始又は完了の時期

当該工事の関係機関等との協議に未成 制約を受ける内容

協議内容

関係機関、自治体等との協議の結果、

特定の条件が付され当該工事の工程に

影響がある場合

影響を受ける部分

影響を受ける内容

地下埋設物及び埋蔵文化

財の事前調査

工事着手前に地下埋設物及び埋蔵文化

財等の事前調査を必要とする場合

調査項目

調査期間

作業不能日数 休日日数以外の作業不能日数

当該工事の規模（範囲）

当該工事の工期

当該工事の施工時期、全体工期等に影

響がある場合

施工時期、施工時間及び施工方法が制

移設期間

施工時期、時間の制限 制限される施工内容

制限される施工時期・施工時間

制限される施工方法

検図 工事名作図 日付 図番

１

１

２

３

地上、地下等における占用物件の有無

る場合

支障物件名 管理者名 支障物件の位置

支障物件の移設時期 工事方法 防護

支障物件名、管理者名等

地上、地下等の占用物件に係る工事期

間と重複して施工する場合

工事内容

工事期間

排水の工法、排水処理の方法及び排水

の放流先等を指定する場合

排水工法 排水処理の方法 放流先

予定される排水量 排水の水質基準 放流費用

排水工法、排水処理の方法等

施設の内容水替・流入防止施設が必要な場合

設置期間

薬液注入を行う場合 設計条件 施工工法 材料種類

施工範囲 削孔数量及び延長 注入量及び注入圧

周辺環境調査の内容
周辺環境に与える影響の調査が必要な

場合

設計条件、施工工法等

工事支障物件協議１

排水処理１

水替・流入防止施設２

薬液注入１

１

及び占用物件等で工事支障物が存在す

仮道路を設置する場合 仮設道路の仕様

安全施設等の設置期間

工事終了後の措置

仮道路２

官有地等を使用させる場合

場所・範囲

時間・時期

使用条件

工事に伴う公害防止のため、施工方法、

建設機械・設備、作業時間等の指定が

必要な場合

仮用地等として官有地の

提供

公害防止

（騒音、振動、粉塵、排

出ガス等防止）

１

１

施工のための仮用地等として施工者に、

復旧方法

施工方法、建設機械・設備、作業時間

工事の施工に伴って発生する騒音、振

動、地盤沈下、地下水の枯渇等が予測

される場合

事前・事後調査の区分

調査時期

未然に防止するための必要な調査方法

未然に防止するための必要な調査範囲

電波障害等に起因する事業損失が懸念

される場合

事前・事後調査の区分

調査時期

未然に防止するための必要な調査方法

未然に防止するための必要な調査範囲

指定の内容

指定の期間

防護施設の内容

鉄道、ガス、電気、電話、水道等の施

設と近接する工事において施工方法等

に制限がある場合

落石、雪崩、土砂崩落に対する防護施

設が必要な場合

交通誘導員の配置を指定する場合

配置時間

延べ人数

換気設備等の内容
有毒ガス及び酸素欠乏対策として、換

気設備が必要な場合

制限がある場合

使用中・使用後の処置内容
搬入、搬出路の使用中及び使用後の処

置が必要である場合

騒音、振動、地盤沈下、

地下水枯渇等の防止調査

電波障害等に起因する事

業損失防止調査

２

３

交通安全施設

近接施工

落石、雪崩、土砂崩落の

防護施設

交通誘導員の配置

３

１

２

４

有毒ガス及び酸素欠乏等

の対策
５

一般道の使用１

交通安全施設等を指定する場合

搬入経路、使用時間、使用時間帯等に

制限される施工方法

制限される作業時間帯

制限される工事用資機材の搬入経路

制限される使用期間

制限される使用時間帯

交通誘導警備員Ａ

8時～17時まで（8時間） 8時～17時まで（8時間）交通誘導警備員Ｂ

交通誘導警備員Ｂ

交通誘導警備員Ａ

７ 設備工事との調整 完成時の各種検査までに、別途設備工

事の試運転調整等を完了しなければ

ならない場合

試運転調整等の適正期間の確保

支給材料及び貸与品がある場合 品名・数量・品質

規格又は性能

引渡場所・引渡期間

近接協議に係る条件及び内容

架設工法を指定する場合 施工方法

施工条件

支給品及び貸与品

関連機関との近接協議

架設工法

２

３

工法の内容
新技術・新工法・特許工法を指定する

場合

部分使用を行う必要がある場合 部分使用箇所

部分使用時期

新技術・新工法・特許工法

部分使用

４

５

仮設

（土留、足場等）

引き継いで使用する場合

仮設を他の工事に引き渡す場合及び 仮設の内容

仮設の期間

仮設の条件

設計条件の内容 図示による。仮設の設計条件を指定する場合

なお、明示事項に変更が生じた場合は、監督員に報告し、協議するものとする。

「建設機械に関する技術指針」（平成3年10月8日 建設省経機発第247号）に基づき、
指定された排出ガス対策型建設機械を使用すること。

づき、建設機械を使用すること。
「建設工事に伴う騒音振動対策技術指針」（昭和62年3.30建設省経機発第58号）に基

明示項目 明示が必要な場合 明示事項 内容

８
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藤枝市立総合病院非常用放送設備更新工事令和8年5月

施 工 条 件 特 記 仕 様 書

明示項目 明示が必要な場合 明示事項 内容

適用

項目

適用

項目

Ｅ－０３施工条件特記仕様書藤枝市立総合病院　事務部　病院総務課

○

○

非常用放送設備の新設への切替

病院と協議をし、設備停止時間の短縮に努めること

平日午前中は駐車場が混雑するため、大型車両の出入りは午後にすること



地区地域　第１種中高層住居専用地域

藤枝市立総合病院を示す 住　　所　静岡県藤枝市駿河台四丁目地内

藤 枝 市 立 総 合 病 院 非 常 用 放 送 設 備 更 新 工 事
担当

病 院 総 務 課

日付

令和8年5月
件名

図面名図面名

E-04

図面番号

案内図
藤枝市立総合病院



藤 枝 市 立 総 合 病 院 非 常 用 放 送 設 備 更 新 工 事
担当

病 院 総 務 課

日付

令和8年5月
件名

図面名図面名

E-05

図面番号

地 下 1 階 平 面 図
藤枝市立総合病院

B1階中央監視室

倉庫

Ｐ階段

キャベジルーム

廊下 廊下

ベツトセンター

トレンチ

体外計測室２

廊下

放射線読影室中庭

コインランドリー

リニアック室

機械室

操作室

中央材料室

ＡＤ

薬剤倉庫

ＩＶＨ混注室

廊下

遺体処置室

家族控室

組合書記局室

Ａ階段

廊下

下処理室

ELV3ELV2ELV1

パン洗浄室

空調機械室（厨房用）

倉庫 厨房

前室

洗浄室調乳室前室EPS4

ELV ﾎｰﾙ 1

切出室

臓器保存室解剖室

更衣室霊安室

ＣＶＣＦ室倉庫１サービスヤードサービスヤード

サービスヤード

ゴミ庫

サービスヤード

ケースカート準備室 滅菌室

機械室２

ＭＲＩ室 ２

放射線治療装置操作室兼
治療計画室兼工作室

位置決め用ＣＴ室

事務室 食品庫手洗室

冷蔵庫

食品低温庫

フィルム庫

リ
ネ
ン
庫

倉庫
ス
ロ
ー
プ

更衣室

空調機械室 医療ガス機械室

PS1

ELV10

前室

受付

受付

委託業者控室１

コールド

リネン庫

乾燥室 前室

洗濯室１ 洗濯室２

ロッカー室

女
子
便
所

男
子
便
所

スタッフルーム 更衣室 研修室

廊下

控室

中庭

汚染処理室

事務室
EPS2

PS

更衣室
女男

便
所

スタッフ
ルーム

廊下

前室

受
付

中庭

診察室

更衣室
放射線治療

汚染検査室

Ｒ
Ｉ
貯
蔵
室

廃棄物保管室

ＲＩ検査室

準備室

処置室

便所

押入

仮眠室

脱衣室 ＵＳ

前室

汚染除去室

前室１ ＲＩ更衣室待合

核医学受付兼管理室
放 射 線 治 療

ELV機械室

ELV8

受水槽
ＲＩ槽置場

ドライエリアドライエリア

主機械室

主機械室

ボイラー室

電気室

消火ポンプ室

Ｃ
Ｏ
２
ボ
ン
ベ
室

直流電源室

自家発電機械室

倉庫
中庭

エアーシャワー

Ｅ
Ｌ
Ｖ
ホ
ー
ル
３

Ｅ
Ｌ
Ｖ
ホ
ー
ル
２

ELV4

ELV5

ELV6

便所
男

女
便所

廊下

ルーム

廊下１

倉庫

ＡＤ
EPS

DW

危険物
薬品庫

女子ロッカー室

管理室

バス室

便所 便所 ロツカー室

倉庫２

カート洗浄室 更
衣
室

（事務室）

風除室

ゴミ庫

前
室
２

中央監視室

更
衣
室
通
路

物品管理センター

廊下

下膳処理コーナー

Ｅ
Ｐ
Ｓ
１

ELVﾎｰﾙ 5

委託業者控室２

前室

ELV9

ロッカー室

倉庫

面談室

体外計測室１

シャワー室

階段（薬剤専用）

更衣室１

更衣室２

廊下

廊下

廊下

放射線治療

放射線治療
トレッドミル室

便所

更
衣
コ
ー
ナ
ー

ＭＲＩ室 １

操作室

機械室１

病歴室

病
歴
階
段
室



藤 枝 市 立 総 合 病 院 非 常 用 放 送 設 備 更 新 工 事
担当

病 院 総 務 課

日付

令和8年5月
件名

図面名図面名

E-06

図面番号

1 階 か ら 4 階 平 面 図
藤枝市立総合病院

PS

３０

診察室３

講堂

診察室

便所

待合ホール

便所

便所

診察室１

診察室２

処置室

バ
ル

コ
ニ
ー

バ
ル

コ
ニ
ー

バ
ル
コ
ニ
ー

倉庫

事務室 心電図検査室

待合コーナー
眼底検査室ロッカー室

便所

診察室１

診察室２

光線治療室

処置室

中央採血室

フィルム庫

診察室１

診察室２

処置室

授乳コーナー

子供遊び場

内診室１

産婦人科

検査室

内診室３

妊婦相談室

耳鼻咽喉科

吹抜
Ａ階段

Ｆ階段

便所
PS5

外周廊下

機材庫

機材庫

外周廊下

手術室１

手術室２

手術室３

手術室５

ＢＣＲ前室
手術室６

手術室７

手術室８

手術室１０

クリーンサプライホール

前室

AD2
PS

カート洗浄室

外周廊下

機材庫

外周廊下

機材庫

外周廊下 ベットチェンジングホール

ナースステーション

検査コーナー

リカバリーホール

麻酔科医師室

前室２

ナースラウンジ 鏡検室 資料室

下足室１

ナース更衣室

医師更衣室

ラウンジ

下足室２

パス廊下

外来患者更衣室

面談室

前室１ 前室 検体処理切出室

包埋室

薄切室

染色室

便所

検査室

コンピューター室

ＴＢ検査室

細菌検査室

前室

培地室 滅菌室

洗浄室

事務解析コーナー

受付

運動負荷

心電図室

肺機能室

心音筋電室

脳波室１

脳波室２

前室作業コーナー

カンファレンスルーム
待合廊下

待合廊下

バルコニー

バルコニー

バルコニー

バルコニー

ＩＣＵ６ ＩＣＵ７

ＩＣＵ個室１

前　　　室

便所

汚物処理室ナースステーション

管理・受付

医師休憩室

ゴミ庫

ＭＥセンター

医局３Ｄ階段

廊下

事業管理者室
事務部長室

AD.PS9

湯沸室

廊下

家族控室　

廊下

空調機械室

医局１

ラウンジ

医局秘書室

研修室

光庭
吹抜

屋根

屋根 屋根

電話交換室

電話交換室

倉庫

便所

便所

屋根

第二会議室

聴力検査室

病院企画室

更衣室
通 路

採血コーナー

受付

検査コーナー

クリーンルーム

臨床研修センター

診察室５

準備コーナー

面談室

感染管理室・医療安全管理室

診察室３

診察室５

診察室６

診察室６

診察室７ 乳児室

隔離診察室

計測室

医局２

医師休憩室
倉庫

診察室３

看護師長室
外来

診察室３

診察室２

診察室１

院長室

コーナー
ＯＡ

ロッカー室

看護部室

輸血室

輸血療法室

倉庫
病理室

洗浄室

ロッカー室

人間ドック・健診室

臨床研修
センター

副院長室看護部長室

副院長室
副院長室

ＩＣＵ個室２

看護師休憩室

リネン庫

ＩＣＵ１ ＩＣＵ２ ＩＣＵ３ ＩＣＵ５

廊下２

中待合

科部長室診療部部長室

副院長室

診察室５

診察室３

診察室２

診察室１

屋　根
屋根

受付事務室２１ 受付事務室２２ 受付事務室２３

受付事務室２７

消化器内科

受付事務室２６受付事務室２５

女

男

便所
車椅子

医局１

診断室１

事務室
受付 診断室２

診察室５

通路

通路
応接会議室

更衣室

診療支援室

医局５医局６

ボランティア室
面談室

前室

1階平面図 2階平面図

3階平面図 4階平面図

ス
ロ
ー
プ

運動療法室

ス
ロ
ー
プ

ＡＤＬ調理室

作業療法室

ホスピタルストリート

人工透析室

ス
ロ

ー
プ

EPS-1

女子便所

待合ホール

診察室６

待合ホール

コンピーター室

事務室②

廊下

便所

看護師仮眠室

空調機械室

カンファレンスルーム

吹抜

吹抜

AD.PS5
無菌室

薬局調剤室

センターラウンジ

和室

水治療室

待合廊下

便所

受付事務室１３

ホスピタルストリート風除室

言語聴覚療法室２

言語聴覚療法室１

吹抜

汚物処理室

リネン庫

前室

倉庫
患者ラウンジ

防災倉庫

湿性製剤室

前室

試験室

薬品庫 AD.PS9

Ｃ階段

PS23 CM
薬の相談室

治験管理室
前室

薬局長室

麻薬庫

お薬コーナー

会計コーナー

計算コーナー

ＣＤコーナー

カンファレンスルーム

当直室１

PS24CM-2

Ｅ階段

受付

総合案内

玄関ホール

第２処置室

栄養相談室

診察室２

診察室１

処置室１ 診察室３

診察室５

処置室２

ギブス室

PS13

診察室５

診察室３

受付事務室２受付事務室１

診察室１

診察室２

湯沸コーナー

湯沸コーナー

当直室

休憩室 防災センター

吹抜

倉庫

透析機械室

スタｯフ更衣室

便所

当直室１

当直室２

AD.PS6

端末操作室

隔離透析室

ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

休
日
受
付

薬
局
夜
間

医薬品情報管理室

ロッカー室

事務室①

Ａ階段

便所

待合ホール

暗室２

機械室２
研修室

通路

待合廊下

透視室１

透視室２

透視室３

２
更衣室

廊下

ﾚﾎﾟｰﾄｺｰﾅｰ室

ドライエリア吹抜

便所

操作室

準備室 検査室１

血管撮影室２

血管撮影室１

コーナー

操作室

暗室３

検査室３

検査室５

操作室

便所

操作廊下

AD3

更衣室１

検査室８

検査室１０

検査室７

検査室６

画像管理室

検査室２

受付事務室10 結石破壊室

検査室１１

暗室４

便所

操作室
準　備

更衣室

更衣室
機
械
室
１

前室兼
リカバリー

検査用集尿室

車椅子便所

男子便所

診察室１

診察室１０

診察室８

診察室７

診察室６診察室１

診察室２

診察室３

受付事務室７ 受付事務室８

便所

中央採血・処置室

受付事務室６

診察室１０

診察室８

診察室７

診察室６診察室１

診察室２

診察室３

診察室５診察室５

診察室３

診察室２

診察室１

採痰室

車椅子便所

通路

廊下

コーヒーショップ

サポートルーム

入退院センター

前室

CT室2

CT室１

一般撮影室４

CPU室

操作室

CT更衣室2
CT更衣室1

心疾患リハビリテーション室

診察室１

診察室２

診察室３

診察室５

準備室
ｶｳｾﾘﾝｸﾞ室

中
待
合

（明室ゾーン）（暗室ゾーン）

中待合 待合ホール

処置室

診察室２

診察室１

診察室３

更衣室３更衣室４更衣室５

ぼうこう鏡室

診察室

処置室
診察室２

処置室

診察室

処置室

検査室暗室（２）

診察室

暗室（１）

明室（検査）

サービスコーナー

記録室

評価室1

評価室2

研修室

診察室兼処置室

療養指導室

乳腺撮影室１

乳腺撮影室２

一般撮影室３

一般撮影室２

一般撮影室１

特殊撮影室

診療情報管理室

尿流動検査室
診察室５

受付事務室５

自
販
機
コ
ー
ナ
ー

厨房
レストラン

売店

2階外壁ライン

研修室

（１）

TELｺｰﾅｰ
廊下

ＡＤ

便所

廊下

当 直 室

バルコニー

TELｺｰﾅｰ

Ｂ-370Ｂ-368

一般（４）一般（４）一般(1)一般(1)一般(1)

Ｂ-367Ｂ-366

一般(1)

Ｂ-365

一般(1)

Ｂ-362 Ｂ-363Ｂ-361

便所 便所 便所 便所 便所 便所 便所 便所

一般（４） 一般(1) 一般(1) 一般(1)一般（４）一般（４）一般（４）一般（４）

廊　下廊　下

一般(1)一般(1)

汚
物
処
理
室

便所

便所

ＡＤ

洗面洗髪
コーナー

浴室

Ｂ-373Ｂ-375

仮眠室１ Ｂ－３５５ Ｂ－３５６ Ｂ－３５７ Ｂ－３５８ Ｂ－３６０ Ｂ－３７２Ｂ－３７１

Ａ-326
一般（１）

一般（１）
Ａ-327

Ａ-328

一般（１）

Ｂ-378

Ｂ-377

一般（１）

一般（１）

一般（１）

Ｂ-376
ＨＣＵ

一般（２）

吹　抜

ＨＣＵ

一般（３）

３Ａナースステーション

３Ｂナースステーション

リネン庫

便所

便所倉庫

研修室

看護師

看護師

相談室

相談室

EPS

ELVﾎｰﾙ

ELV6

ELV5

ELV4

ＡＤ

汚
物
処
理
室

便所

便所

車椅子

戸
棚

戸
棚

戸
棚

カンファレンスルーム

患者食堂

ﾊﾟﾝﾄﾘｰ

ELV9

ＡＤ

汚
物
処
理
室

洗面洗髪
コーナー

戸
棚

浴室

車椅子
便所

便所

Ｂ－３５２

一般（４）

Ｂ－３５１

一般（４）

Ａ－３０３

一般（４）

A-302

一般(1)

A-301

一般(1)

廊下

汚
物
処
理
室

Ａ－３２５

一般（１）

Ａ－３２３
無菌病室

Ａ－３２２Ａ－３２１Ａ-318Ａ-317Ａ-316Ａ-313Ａ-312

バルコニー

Ａ－３１１Ａ－３１０ Ａ-320

UB

Ａ－３０８Ａ－３０７

一般（４） 一般（４） 一般（４） 一般（４） 一般(1) 一般(1) 一般(1) 一般(1) 一般(1) 一般(1) 一般（４） 一般（４）

Ａ－３０６

一般（４）

仮眠室２

便所 便所便所 便所 便所 便所

ELVﾎｰﾙ

ELV1 ELV2 ELV3

教 員 室

便所

便
所

便
所

廊　下 廊　下

女

男 男

女

女

男

便所

男便所

女 便所

Ｄ
階
段

Ｂ
階
段

Ｃ
階
段

Ｅ
階
段

Ａ
階
段

リネン庫

患者食堂兼談話室

患者食堂兼談話室

TELｺｰﾅｰ

廊下

廊下

ＮＩＣＵ

一般（６）

ＮＩＣＵ廊下

ＧＣＵＢ-463学習室プレイルーム

バルコニー

Ｂ-462

一般（４）

Ｂ－４６１

一般（４）

Ｂ－４６０Ｂ-458Ｂ-457

一般（４）

Ｂ-455Ｂ-453

Ｂ－４５６
SU

便所

便所

調乳室

コーナー

倉庫

廊下

ＡＤ

便所
浴室

バルコニー

ＡＤ

調乳室

分娩作業準備室

Ａ－４０５

一般（４）

Ａ－４０６

一般（４）

Ａ－４０７

一般（４）

Ａ－４０８

一般（４）

Ａ－４１０

一般（４）

Ａ－４１１

一般（４） 研修室

看護師
処置室

Ａ-412

一般（１）

Ａ-413

一般（１）一般（１）

Ａ-415 Ａ-416

一般（１）

Ａ-430

一般（１）一般（１）

Ａ-418Ａ-417

一般（１）

Ａ-431

一般（１）

便所 便所 便所 便所 便所 便所 便所 便所 便所

分娩空調機械室

相談室

当直室
医師

ｼｬﾜｰ室

汚
物
処
理
室

前室陣痛・分娩室

４
Ａ
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

沐浴室

新生児室

陣痛室

吹　抜

便所

ELV3

ﾊﾟﾝﾄﾘｰ

ELV9

便所

医師

勤務室作業エリア

前室

倉庫廊下
ＨＣＵ

一般（３）

汚
物
処
理
室便所

車椅子
便所

当直室

相談室

看護師

便所
EPS

ELVﾎｰﾙ

ELV4

ELV5

ELV6

ELVﾎｰﾙ

ELV1 ELV2

戸
棚

戸
棚

戸
棚

戸
棚

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ

看護学生室

患者食堂

洗面洗髪
コーナー

汚
物
処
理
室

便所

便所

廊下

分娩室-1

分娩室-2

研修室

リネン庫

スタッフ室

空調機械室 サブナース Ｂ-452

一般（２）一般（２）

Ｂ-451

浴室 洗面洗髪
ステｰション ＡＤ ４Ｂナースステーション ＡＤ

汚
物
処
理
室

空調機械室

ＮＩＣＵ

沐浴室

指導室

便所 便所

Ｂ-465

一般（１）一般（１） 一般（５）

便所

SU

一般（１）一般（１）

Ａ
階
段

Ｂ
階
段

Ｃ
階
段

Ｄ
階
段 Ｅ

階
段

一般（２）一般（２） 一般（２）

患者食堂兼談話室

一般（４）

Ａ-４３５
一般(1)
A-433

一般(1)
A-432

一般(1) 一般(1)
A-436 A-437

2階電話交換機室

1階防災センター 1階受付
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ピロティ

救急エックス線
１

PS

更衣
撮影室

屋外階段
男子トイレ

女子トイレ

倉庫２

自販機

ｺｰﾅｰ

ｱｲｿﾚｰｼｮﾝ

ﾙｰﾑ

隔離

更衣

隔離

診察室１

救急エックス線

ＣＴ室 廊下４

診察室２

スタ ッフ通路

PS

スタッフ

ステーション

PS

２

ﾄｲﾚ

職員
多目的

トイレ

ｽﾄﾚｯﾁｬｰ

棚

倉庫１

出入口

救急車

置場

ｽﾄﾚｯﾁｬｰ

PS

階段室

仮眠室

１

ＥＶ

面談室

廊下２

PS

ＥＶホール

ｺｰﾅｰ

ﾄﾘｱｰｼﾞ

廊下３

待合コーナー
PS

ｱﾗｰﾑ

弁室

休憩室

診察室１

車椅子

置場１機械室２
多目的

トイレ
２

車椅子置場２
風除室

２

風除室１

警備

員室

機械室１
救
急
受
付

師
長
コ
ー
ナ
ー

前室

洗浄室

ゴ
ミ
庫

救急治療室

救急手術室 観察室

汚物処理室
仮眠室

看護師

休憩室

重症室EPS

操作室

診察室３ 診察室２

PS

廊下１

屋外階段

機械室2 仮眠室

看護師休憩室

洗浄室

EPS

PS

４床室

廊下２

廊下２

屋根

棚/車椅子置場

階段室

PS

多目的

ＥＶ 倉庫ＥＶホール

廊下１

PS

庫

ゴミ

屋外階段

面談室

勾配屋根

DS

ｱﾗｰﾑ

弁室

家族控室 機械室１
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全館放送設備姿図
藤枝市立総合病院

全館放送設備（100回線 1920W)

* 総合盤組込

⑩

①

＊

②⑤

⑥

⑧

⑨

⑩

⑫

＊

③④

～ ～

火 災

１階防災センター

一斉＋１０局リモートマイク

10局及び一斉

0dBV±3dB　600Ω　平衡

チャイムスイッチ、トークスイッチ

AC100V 50/60Hz DC24V

付帯機能

電源

定格出力

リモートスイッチ

消費電力 2W

〈側面〉 〈上面〉

交換

EC-44組込みオプション
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RMM-110A同等品

1階総合案内※4

交換

ＵＮＩ-ＰＥＸ

～ ～ ～

ＵＮＩ-ＰＥＸ

火 災

表示関係

モニタースピーカー　音量調節器付

DC24V (本体より受電)

放送階選択：20回線及び一斉

ブロック選択：5回線単位

非常・業務兼用リモコン

電源

出力制御制御回路

ERM-3521同等品

100440.4

2
2
1
.
5

バックライト付き液晶表示

出力レベル計(10ポイントLED)

モニター

B1階中央監視室※3

AC100V 50/60Hz

自動充電（トリクル充電）方式

非常用蓄電池（非常放送用）計8個

充電方式

消費電力

非常電源ユニット(非常放送用）

電源

30W

RDE-3220同等品

6000mAh/5H定格容量

タリーユニット ﾄｸｶﾞﾀ

MZ-1143同等品

0dBV

MP3

ミュージックチャイム(チャイム用)※5

音源データ形式

電源

定格出力

ユーザー音源

曲数

AC100V 50/60Hz

SDA準拠SDカード32GB以下  SDXCは除く

再生：8曲+1曲（起動ﾎﾞﾀﾝ）内蔵：19曲内蔵

ボリュームユニット ﾄｸｶﾞﾀ

電力増幅ユニット

電源

消費電力

定格出力

270W

240W

AC100V 50/60Hz、 非常時DC24V

RAA-3324同等品

DC24V 制御電源ユニットより供給

放送階選択 20回線（非常・業務）

階別作動表示 20回線（緑）

出火階表示 20回線（赤）

LED表示

出力制御

増設スイッチユニット

電源

RSE-3220同等品

DC24V （制御電源ユニットより供給）

通常、緊急、共通　各20回線

350mA

スピーカー用出力

消費電流

増設出力端子盤ユニット

電源

RJB-3220同等品

RPC-3201同等品

電力増幅器用コンセントx5 合計最大40A
最大電流容量

制御電源ユニット

電源

最大消費電力

常時電源用コンセントx3 合計最大 3A

AC100V 50/60Hz

150W（増設電源ユニット増設時300W)

RIM-3140同等品

LEDレベルメータ

0.5W(70系）,1W（100系)　音量調節器付

ハイインピーダンス100/70系 ４回路切換

出力表示

モニタースピーカー

入力

モニターユニット

②

③

④

⑤

⑥

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

T-961リモコン用ラック取付金具

一斉＋１０局リモートマイク

10局及び一斉

0dBV±3dB　600Ω　平衡

チャイムスイッチ、トークスイッチ

AC100V 50/60Hz DC24V

付帯機能

電源

定格出力

リモートスイッチ

消費電力 2W

〈側面〉 〈上面〉

交換
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RMM-110A同等品

2階電話交換器室※4

EC-44組込みオプション

AK-01取付金具

日のみ／日＋英／日＋英＋中／日＋英＋中＋韓非常放送言語

RUS-3001（REE-3521）同等品

階別作動 20局（緑）、出火階20局(赤）

ブロック選択　放送階選択５局単位で設定（非常，業務）

放送階選択 20局＋一斉（非常，業務）

DC24V（制御電源ユニットより供給）

LED表示

出力制御

電源

ユニットセット（非常業務操作ﾕﾆｯﾄ）

RUS-3001（RJK-3300）同等品

無電圧メ－ク接点（DC24V3A MAX）×1

×28

EB出力

外部制御入力端子

電源

ユニットセット（基本制御端子盤）

DC24V （制御電源ユニットより供給）

①

・特記なきパネルはブランクパネルとする。

⑪

AC100V 50/60Hz DC24V電源

付帯機能

リモートスイッチ

定格出力

消費電力

チャイムスイッチ、トークスイッチ

0dBV±3dBV　600Ω　平衡

2W

一斉

233

一斉リモートマイク RMM-101A同等品

EC-44組込みオプション

救急受付(CPR用)※2

コード長＝1850

1
3
8

294

φ
3
5

5
8
.
7

〈側面〉 〈上面〉

AK-01取付金具

交換

ﾄｸｶﾞﾀCPR用スイッチパネル※1⑦

⑦

【CPR放送】

<本体放送>※1

 ２系統のブロック放送とする。（緊急）　アッテネータは効かない

     CPR 全館　7:00～21:00

     CPR 1F,2Fのみ　21:00～7:00

<救急用リモートマイク放送>※2

     CPR 1F,2Fのみ　21:00～7:00（緊急）　アッテネータは効かない

<非常・業務リモコン放送>※3

 ブロック放送とする。

<一般リモートマイク放送>※4

 ブロック放送とする。

<チャイム放送><BGM放送>※5

 スピーカー回線をあらかじめ指定した場所に放送する。

<ページング放送>

 2系統の放送とする。（緊急）　アッテネータは効かない

  ・一斉

  ・地下,1F,2F

A

B

B

【通常放送】

8系統　感度切替スイッチ付出力

8系統　音量調節器付入力

スイッチ 2個

10系統制御入力

10系統接点出力

※図面記載の型番は参考型番とし、同等以上の製品を納入すること

放送区域全55系統の内、1系統から30系統までの計30系統で絶縁不良が確認されている。

【絶縁不良改修】

（直流電圧125V印加により0.1MΩ未満の値が測定された）

消防法施行規則第25条の2の配線基準に適合するよう、改修を行うこと。

・ラック金具、ラック部材、ブランクパネル、接続コード、その他軽微な部品は工事費に含むものとする


